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「ありた！ふるさと食の日」とは、地元の生産者の方々をはじめ、多くの地域の方々の支援を得

ながら、たくさんの地場産物（佐賀県産・有田産）や旬（しゅん）の食材を使った給食です。 

   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

第６回「ありた！ふるさと食の日」（１１月１0日）のメニュー紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テンペ ：白石産 

 

秋さばのおろし煮 
  

        

1 0 月 から 1 2 月 のさばは、脂
がのっていておいしいです。この
脂 がのった時 期 のさばこそ、もっ
と も E P A / D H A を含 んでおり 、動
脈 硬 化 の予 防 、老 化 防 止 に
役 立 ちます。コレステロール値 を
下 げて血 液 をサラサラに し 、生
活 習 慣 病 を予 防 します。  ｢ さ
ばの生 きぐ され ｣ と言 われるよ うに  

       傷 みやすいので  
       新 鮮 なうちに  
       食 べまし ょ う 。           

          有田みかん 

 
みかんを１日２こ食べると、１日分のビ 

タミンＣ量がとれます。ビタミンＣは、はだを

美しく保ったり、ウイルスに対する抵抗力を

つけてかぜを予防したりします。今回のみ

かんの生産者は、上本地区の西川豊

さんです。化学肥料を使わず、油かす、

堆肥を使用し、色や味がよくなるように工

夫されているそうです。みかんづくり５０年

のベテランの西川さんのみかんは、あまく

てとってもおいしいですよ。 

年 

 

のっぺい汁  
郷土料理として、全国的に受け継がれている、 

いなか料理。のむと、トロリとしていることから「のっぺ」

と言われるとか・・・ 

ごぼうのかおりを楽しみながら、具だくさんの「のっぺい 

汁」をたべて、体のしんからあたたまりましょう。 

 
 

 

 

さつまいもと   
だいずのまぜごはん 

さつまいもは、体の中でエネルギーになるでん

ぷんが主成分です。さつまいもの最大の特徴

は、食物せんいが多いことです。腸の動きを活

発にして便秘にバツグンの効果があります。 

大豆は、１０月～１２月に収穫されます。肉に

まけないくらいのたんぱく質を含んでいるので、

「畑の肉」といわれています。また、大豆にはあら

ゆる病気の予防につながる健康食品です。 

「さつま芋と大豆のまぜごはん」 

は、最強のくみあわせですね。 

よくかんで食べましょう。 

 
 

 

 

牛 乳 

のっぺいじる 
さつまいもとだいずの 

まぜごはん 

あきさばのおろし煮 
 

 

ありた 
みかん 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 11 月は「食育月間」です。食べる事は生きる上で欠かせないことであり、健康な生活を

送るための基本となるものです。とくに子どもたちにとっては、心や体の成長に大きな

影響を与えます。この機会に、ぜひ日頃の食生活について見直しましょう。 

11月は食育月間 
中部小 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

和食わしょくのよさを見直みなおそう 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「お弁当の日」 

家庭と連携した食育推進の一環として、１１月４日 今年度第１回目の「お弁当の日」

を実施しました。保護者の皆様には、大変お忙しい中、ご協力いただき本当にありがとう

ございました。当日、子どもたちは、おにぎりだけ自分で作ったり、家族の分までお弁当

箱につめたりと、多くの子どもたちは、いろいろな場面でお弁当作りにかかわったようで

す。弁当作りの感想を聞いてみると、朝早く起きて、お弁当づくりにかかわったことで、

日頃、食事を用意してくれるおうちの人への感謝の気持ちがうまれていました。これから

も、保護者のみなさまと、手を携えながら、心身ともに健全な子どもたちの育成のために

食育の推進を図っていきたいと思います。今後もご協力の程どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

家庭科「五大栄養素」を学習しました。   ５年生 

栄養素には、多くの種類があり、１種類の食品ですべての栄養素を含んでいるものはありませ

ん。子ども達は、食品を上手にくみあわせてとることの必要性を理解し、成長に必要な栄養素を

バランスよく食べようとする意欲を高めてくれたようです。これから、家庭においても、栄養の

バランスを考えた食事づくりに、どんどんチャレンジしていってほしいと思います。おうちの方

も、お子さんと一緒に台所に立ちながら会話をすることが、これから訪れる思春期の難しい心の

サインにも、気づくいいチャンスになるかと思います。 

 


